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ほとんどの中学校で今日、体育祭がありました。暑い中、お疲れ様でした。応援合戦は
燃えて演技できましたか。熱中症の関係で最近の体育祭は午前中で終わるようで、少し寂
しい気がします。さて、２学期最初のイベントも終わりました。少しずつ落ち着いて学習
に取り組んでいってほしいと思います。
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僕 は 初 め て 泥 だ ん ご を 作 っ た の で 、

ど の く ら い 絵 の 具 が い る か や 、 回 す 力

の 調 整 が 難 し か っ た で す 。 今 ま で の 僕

が知 ってい る泥だんご とは全 く違 っ てい

た の で 驚 き ま し た 。 か べ ぬ り で は 、 コ テ

と い う 道 具 を 使 っ て か べ を ぬ り ま し た

が 、 最 初は あ ま り 伸 び ず 、 ぬ り に く か っ

た け ど 、 教 え て も ら っ て 、 う ま く ぬ る こ と

ができました 。 （ 小 ５ ）

何 色 で も き れ い に な り そ う だ な と 思 っ
た 。 ２ つ も 作 れ て う れ し か っ た 。 ピ カ ピ
カ に な る ま で み が い た ら 疲 れ た 。 最 後
に ぬ る 時 は う す く ぬ る こ と を 知 っ た 。 １
個 目 は う ま く 作 れ な か っ た け ど 、 コ ツ を
知 っ て ２ 個 目 は う ま く 作 れ た 。 自 分 の 部
屋 に 置 こ う か な と 思 っ た 。 １ 個 目 の イ メ
ー ジ は 白 と オ レ ン ジ 、 ２ 個 目 は サ ー テ ィ
ー ワ ン の ア イ ス が 思 い 浮 か ん で 作 っ
た 。 楽 し か っ た 。 （ 小 ４ ）

泥だんご をぬるのは とて も難 しかったです 。 で も 、好 きな色の泥だんごも ２つ作れた

し 、 ラ メ をぬった赤の泥だんごもピ カ ピ カ光って 、 と て も きれいで した 。かべをぬるのは

と っ て も難 しか ったけど 、楽 しか ったです 。 イ ン タ ビ ュー も し て 、 テ レビに出る ら し く て ド

キ ド キ し ま し た 。 お母 さんの反応がど う なのか 、 ド キ ド キ し ます 。 家の中のど こかに泥

だんごを置こ う と思います。今日は、ほんとに楽しかったです 。 （小 ４ ）
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岩松教室の猪野浩信先生に理科の好きな
理由や勉強の仕方について書いてもらいま
した。やっぱり理科は、実験や観察など、
身体を使っての活動が楽しいですよね。

中学理科の内容は、「物理・化学・生物・地学」の４つに分かれていて、３年間で、

毎年この４つの単元を勉強していきます。理科の面白いところは、各単元ごとに全く違

った内容になっていて、自分に合った単元を見つけることができるところだと思います。

私は、理科の授業の中でも実験や観察が大好きで、「なぜこの結果になるのかな？」

と予想し、実験・観察で確認するという流れが謎解きをしているようで、毎時間ワクワ

クしながら理科室に移動していました。

中学校の理科の授業の中で、一番印象に残っているのはヒキガエルの解剖の実験です。

各班に１匹ずつ、麻酔で眠らされたカエルが配られ、手順のプリントを参考にしながら

解剖していきました。「皆の勉強のために殺されてしまうカエルのためにも、しっかり

と体のつくりを勉強しなさい」と先生が言われたことを今も覚えています。（その時の

女子の「キャーッ！」という悲鳴のニュアンスがだんだんと変化していったことも忘れ

られません！）

さて、入試に向けての勉強という面から考えると、得意な単元の復習から始めるのが

お薦めです。

① 教科書の太字の語句の意味はしっかりと覚える。

特に、生物（動物、植物、遺伝など）、地学（地震や地層、天気、地球と宇宙など）

の分野では、教科書にある太字のキーワードは確実に意味も理解しておきたいですね。

② いろいろな計算方法をマスターする。

「距離＝速さ×時間」の覚え方は、（きはじ）と初めの言葉をつないで公式を覚える

など、ちょっとした工夫で覚えやすさが変わってきます。とにかく何度も口に出して

読み、計算問題を繰り返し解き、得点源にしていきたいところです。

③ 自分の得意分野を作る。

１，２，３年とも、勉強する単元はガラッと変わるので、苦手な単元があって

も心配することはありません。まずは、自分が少しでも自信が持てるという単

元を見つけてみるところから始めてみましょう。

夜の星空を見上げながら、「あれはてんびん座、みずがめ座、

オリオン座」など、さりげなく教えられると、かっこ良いと思いませんか。

地震の多い日本で生活している皆さんなら、地震の起こる仕組みや、どのように対応

したらよいかなど、当たり前に身につけている知識もたくさんあると思います。

入試に向けての勉強をしながら、日本で生きていくための知識も身につけることがで

きるのが「理科」だと思います。「自分の普段の生活のここと結びついているな」と考

えながら理科の勉強に取り組んでみてください。


